
JP 2010-167224 A 2010.8.5

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単な構造で高粘度液体注入、救急快速注、資
源節約、環境汚染と操作性汚染リスクが少ない携帯使用
、ベッドサイド放置使用、吊挂使用が出来る多用途液体
注入システムを提供する。
【解決手段】外筒と外筒内に固定し、送気により膨張し
て液体を充填している軟質容器１０を圧迫する加圧室と
、加圧室に送気する定圧加圧ガス供給装置と、液体を充
填した軟質容器に接続する流量制御装置と、吊紐又はベ
ルトと、隙間充填具１１とからなる構成とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外筒と外筒内に固定し、送気により膨張して液体を充填している軟質容器を密接に圧迫
し、中間或は外筒内壁との間に１個又は複数個の軟質容器又は隙間充填具を挿入できる空
腔が形成する着脱可能な気密の加圧室と、加圧室に送気する定圧加圧メインガス供給源及
び手動で加圧送気する補助ガス供給源、減圧／圧力安定装置、圧力計又は圧力チェッカ、
過剰陽圧釈放安全弁、ガス供給回路部品からなる定圧加圧ガス供給装置と、液体を充填し
た軟質容器に接続する流量制御装置と、吊紐又はベルトと、隙間充填具とからなる特徴と
する定圧加圧の液体注入システム。
【請求項２】
　金属薄板、樹脂、木材、樹脂含浸木材、繊維板、繊維織物、混紡織物、樹脂含浸織物、
不織布、樹脂含浸紙、紙材等のいかなる材質で製作する楕円柱形、円柱形、二輪柱形、多
輪柱形、四角柱形、菱柱形、唇柱形、亜鈴柱形、多角柱形、腎形柱形、球形柱形等のいか
なる形状の外筒。上記の外筒は筒体、筒底、筒蓋、必要に応じて増設する柱状筒芯、小型
ガス供給源を使う場合の定圧加圧メインガス供給源及び減圧／圧力安定装置を配置する加
圧送気装置室、吊紐又はベルトを貫く２つの耳吊からなる。筒体に加圧室の送／排気管の
通路を設け、筒体の裏側には加圧室を固定する固定器がある。筒底には液体を充填した軟
質容器の液体出口の通路及び当該軟質容器の空気進入口の通路を設ける（空気進入口がな
ければ設けない）特徴とする定圧加圧の液体注入システム。
【請求項３】
　樹脂フイルム、多層樹脂フイルム、樹脂含浸繊維フイルム、樹脂含浸織物フイルム、生
分解樹脂フイルム、シリコーンゴム、シリコーン樹脂、ゴム、合成ゴム等のいかなる材質
で製作する気体透過性がない内層、外層及び送／排気管からなり、送気により膨張して液
体を充填した軟質容器を密接に圧迫し、外形が外筒と相適する軟質容器の長さよりやや高
く、貼って剥がせる接着剤又は筒体裏側にある加圧室固定器で外筒内壁に固定し、中間或
は外筒内壁との間に１個又は複数個の軟質容器又は隙間充填具を挿入できる空腔が形成す
る着脱可能である気密の加圧室を有する特徴とする定圧加圧の液体注入システム。
【請求項４】
　高圧酸素、液化酸素ガス、液化窒素等のいかなる高圧ガス又は液化ガスを充填するポン
ベ又は電動圧縮空気加圧ポンプをメインガス供給源とし、握りボール式、パイプ式等のい
かなる送気逆止弁を内設する手動ポンプを補助ガス供給源とし、圧力固定式減圧／圧力安
定装置または圧力調節可能式減圧／圧力安定装置、圧力計又は圧力チェッカ、過剰陽圧釈
放安全弁、送気チユーブ、中央に環状圧迫突起があるロックコネクタ、上記のコネクタと
ロックする時に環状圧迫突起の圧迫による開通するワンセット圧迫開通式逆止弁、メイン
／補助ガス供給源の切り換え三方弁、送気チユーブコネクタ等からなる定圧加圧ガス供給
装置を有する特徴とする定圧加圧の液体注入システム。
【請求項５】
　瓶針、空気フィルタ、液体を充填した軟質容器が受ける定圧及び液体の粘度とマッチす
る一本の定抵抗流量コントロールチューブ、流量制御装置コネクタ等からなる固定式流量
制御装置及び瓶針、空気フィルタ、液体を充填した軟質容器が受ける定圧及び液体の粘度
とマッチする複数本の流量が異なる定抵抗流量コントロールチューブ、上記の複数のチュ
ーブの組み合わせ、開閉を制御する流量変換器、流量制御装置コネクタ等からなる調節可
能式流量制御装置、上記２種類の流量制御装置に付加するＰＣＡ（Ｐａｔｉｅｎｔ－ｃｏ
ｎｔｒｏｌｌｅｄ

【請求項６】
　医療通用の輸液セット及び輸血セットを流量制御装置として使う特徴とする定圧加圧の
液体注入システム。
【請求項７】
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　加圧室数に対応する瓶針及び分支チューブ、Ｙ字型集液コネクタ又は加圧室数に対応す
る多分支集液コネクタ、集液チューブ、点滴筒、流量調節器からなる複数の薬液を混合注
入できる流量制御装置を有する特徴とする定圧加圧の液体注入システム。
【請求項８】
　１個又は複数個の瓶針、Ｙ字型洗浄集液コネクタ又は加圧室数に対応する瓶針と多分支
洗浄集液コネクタ、ハンドスイッチ又はフットスイッチで制御する電動弁／電磁弁又は手
動バルブ、分支洗浄チューブ、洗浄集液チューブ　洗浄コネクタからなる手術野及び内視
鏡視野洗浄制御装置を有する特徴とする定圧加圧の液体注入システム。
【請求項９】
　液体を充満した輸液袋／輸血袋／洗浄液袋又は形状が液体を充満した輸液袋／輸血袋／
洗浄液袋に似ている発泡スチロル、木材等の軽質材料等のいかなる材料で製作する固形隙
間充填具及び金属薄板、樹脂、木材、樹脂含浸木材、繊維板、繊維織物、混紡織物、樹脂
含浸織物、不織布、樹脂含浸紙、紙材等のいかなる硬質材質で製作する中空の隙間充填具
、並びにガスを充満する輸液袋／輸血袋／洗浄液袋又は形状がガスを充満する輸液袋／輸
血袋／洗浄液袋に似ている樹脂フイルム、多層樹脂フイルム、樹脂含浸繊維フイルム、樹
脂含浸織物フイルム、生分解樹脂フイルム、シリコーンゴム、シリコーン樹脂、ゴム、合
成ゴム、ラテックス等のいかなる気体透過性がない材質で製作し、ガスを充満する隙間充
填具を有する特徴とする定圧加圧の液体注入システム。
【請求項１０】
　医療現場の輸血／輸液、携帯式輸液、救急時の快速輸血／輸液、手術後鎮痛薬物の持続
注入及び携帯式持続注入、抗癌剤の持続注入及び携帯式持続注入、栄養液、脂肪乳、アミ
ノ酸等の高粘度液体の持続注入及び携帯式持続注入、動脈及び中心静脈輸液、ヒステロス
コピー子宮膨脹液の注入、手術野及び内視鏡視野洗浄液の注入、腹膜透析液持続注入及び
携帯式持続注入、水産養殖の抗生物質、栄養液、薬液の注入、植物栽培の水分、栄養液、
薬液の注入、化学試験薬液の注入等に用いる特徴とする定圧加圧の液体注入システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は主に医療分野に使用する多用途液体注入システムに関わり、一般医療の輸血輸
液、救急時の快速輸血輸液、携帯式輸液、鎮痛薬物の手術後携帯式持続注入、抗癌剤の携
帯式持続注入、栄養液、脂肪乳、アミノ酸の携帯式持続注入、動脈及び中心静脈輸液、手
術野洗浄／内視鏡視野洗浄、腹膜透析液の携帯式持続注入等に用いることが出来き、救急
車、手術室、ＩＣＵ、ＣＣＵ、一般病棟、ＭＲＩ診断中の輸液、戦地救護、地震水害等の
自然災害時の救護、山地砂漠等の辺鄙地域の救護、患者移送、動物の治療、水産養殖、化
学試験等の広い範囲に重要な役割を発揮することができる。
【背景技術】
【０００２】
　現在に使用する輸血／輸液器具は重力を利用する吊り掛け方式が主流である。
【０００３】
　加圧バッグすべて軟質の化学繊維や樹脂フイルムで製作され、加圧チヤンバは外層に固
定され、着脱不能である（たとえば特開平１１－１２３２４１号公報、特開２００２－２
３９００２号公報、特開２００５－５８６９４号公報）。
【０００４】
　手術後鎮痛用注入装置（例えば特開昭５６－１０２２５２号公報、特開平６－１２１８
３５号公報、特開平８－１９６６２８号公報）はすべて注射器を利用して薬液を装置内の
バルンに移す。使用後、全体を廃棄処分する。
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の輸血／輸液器具は重力を利用する吊り掛け方式が主流である。スタンドに吊り掛
けて、空間を占拠され、移動しがたく、快速注入も出来なく、臨床の需要を満たさない。
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【０００６】
　加圧バッグを利用する輸血／輸液器具の加圧室は、溶接又は接着剤で外層と一体に固定
され、ガス漏れや破損する時に交換できず、加圧バッグ全体を廃棄される欠陥があり、加
圧バッグは繊維等の軟質材料で製作され、血液や薬液等に汚染されて清潔処理しにくく、
携帯不便等の欠陥があり、囲繞方式の加圧バッグは囲繞の外層を固定する面状ファスナが
使用中に緩め又は開梱により、加圧が失敗する弱点があり、手動ポンプで加圧する加圧バ
ッグは送気速度が遅く、医療従事者の体力負担が重く、快速注入や救急医療等の需要に満
たさない。
【０００７】
　栄養液、脂肪乳、アミノ酸等の粘度が高い液体の注入は高価の機械式注入ポンプに依存
し、患者が数時間連続にベッドに寝付きしなければならないので、苦痛に堪えられにくく
、健康回復にデメリットである。
【０００８】
　数種類の薬液を混合注入する時に、注射器で抽出、混合する必要があり、鎮痛ポンプも
注射器で麻酔薬を注入する必要がある。それらの操作は薬液に対して操作性汚染リスクを
増加する。
【０００９】
　鎮痛ポンプはデイスポので、資源の無駄使いばかりでなく、環境汚染の負担も重い
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本システムは需要に応じて大小自由に製作ができ、携帯使用、ベッドサイドに放置使用
、

テムの外筒は光沢がある金属薄板、樹脂等材料で製作され，繊維製の加圧バッグが携帯し

加圧バッグが使用中の緩めや、開梱を解消した。液化ガス／圧縮ガスのポンベ又は電動式
圧縮空気ポンプをガス供給源として、人力を利用せず、始動が迅速であるので、手動加圧
が遅い欠陥を改め、医療従事者の体力負担を軽減できる。
【００１１】

プをガス供給源として、軽くて携帯しやすく、ベッドに臥さずにも栄養液、脂肪乳、アミ
ノ酸等の粘度が高い液体を注入できる。
【００１２】
　本システムは同時に数種類の薬液を注入することが出来、注射器で吸出、混注する必要

迫して多チャネルから注入することは救急時に快速注入の速度をアップすることが出来る
。
【００１３】
　本システムは輸液セットを除外してすべてディスポーザブルではなく、長期間に繰り返
す使用が可能であり、資源を節約し、環境汚染を減らす。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は主に医療分野に使用する多用途液体注入システムに関わり、一般医療の輸血輸
液、救急時の快速輸血輸液、携帯式輸液、鎮痛薬物の手術後携帯式持続注入、抗癌剤の携
帯式持続注入、栄養液、脂肪乳、アミノ酸の携帯式持続注入、動脈及び中心静脈輸液、手
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術野及び内視鏡視野洗浄、子宮洗浄及び膨脹液の注入、腹膜透析液の携帯式持続注入等に
用いることが出来きる。救急車、手術室、ＩＣＵ、ＣＣＵ、一般病棟、ＭＲＩ診断中の輸
液、戦地救護、地震水害等の自然災害時の救護、山地砂漠等の辺鄙地域の救護、患者移送
、動物の治療、水産養殖、化学試験等の広い範囲に重要な役割を発揮することができる。
【００１５】
　小型液化炭酸ガスボンベをガス供給源とする場合には、電力を使わず電磁波が発生しな
いため、電磁波ノイズの影響が受けやすい環境に使用できる。例えば航空機、ヘリコプタ
ーでの患者移送、重篤患者のＭＲＩ診察等。電力を使わず、電線の必要がなく、振動の影
響が受けないので、陸上や院内での移送が便利である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態を示す正視図と下視図
【図２】本発明の実施形態を示す幾つかの断面図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下は本発明の実施例について，図１～図２に基づいて説明する。各構成部品のサイズ
は液体を充填する軟質容器に対応してそれぞれ異なる。
【００１８】
　図１実施例は本発明の基本形態を示す。本実施例は外筒１、筒体１－２、筒蓋１－３、
吊紐又はベルトを貫く用の２つの耳吊１－４、小型液化炭酸ガスポンベ又は電池式小型電
動圧縮空気加圧ポンプからなる定圧加圧メインガス供給源及び減圧／圧力安定装置を配置
する加圧送気装置室１－５、筒底１－６、軟質容器の液体出口の通路１－７、加圧室の送
／排気管１－８、筒体の裏側に固定し、中に２つ軟質容器▲１０▼又は１つ軟質容器と１
つ隙間充填具▲１１▼を挿入できる着脱可能な加圧室の外層▲１▼及び内層▲２▼、中央
に環状圧迫突起があるロックコネクタ▲３▼、上記のコネクタとロックする時に環状圧迫
突起の圧迫による開通するワンセット圧迫開通式逆止弁▲４▼、圧力チェッカ浮標▲５▼
、中に過剰陽圧釈放安全弁を設置した圧力チェッカ套管▲６▼、メイン／補助ガス供給源
の切り換え三方弁▲７▼、手動補助ガス供給源▲８▼、送気チユーブ▲９▼等からなる本
定圧加圧の液体注入システム
【００１９】
　輸液セットａは瓶針▲１２▼、空気フィルタ▲１８▼、軟質容器が受ける定圧及び液体
の粘度とマッチする一本の定抵抗流量コントロールチューブ▲１４▼からなる固定式流量
制御装置である。
【００２０】
　輸液セットｂは、瓶針▲１２▼、空気フィルタ▲１８▼、点滴筒▲１３▼、流量調節器
▲１６▼からなる医療通用の輸液セット／輸血セットである。
【００２１】
　輸液セットｃは瓶針▲１２▼、空気フィルタ▲１８▼、液体を充填した軟質容器が受け
る定圧及び液体の粘度とマッチする複数本の流量が異なる定抵抗流量コントロールチュー
ブ▲１４▼、上記の複数のチューブの組み合わせ、開閉を制御する流量変換器▲１５▼か
らなる調節可能式流量制御装置である。
【００２２】
　輸液セットｄは２つの瓶針▲１２▼、Ｙ字型洗浄集液コネクタ▲１７▼、洗浄集液チュ
ーブ▲１４▼、ハンドスイッチ又はフットスイッチで制御する電動弁／電磁弁、又は手動
バルブ▲２０▼等からなる手術野及び内視鏡視野洗浄制御装置である。
【００２３】
　図１実施例の使用時、１つの軟質容器（輸液袋または輸血袋または洗浄液袋）▲１０▼
と１つの隙間充填具▲１１▼を加圧室の内層▲２▼に挿入することができ、または同じ薬
液或はそれぞれ違う薬液を充填した２つの軟質容器（輸液袋または輸血袋または洗浄液袋
）をそれぞれ２つの加圧室の内層に挿入することができる。挿入後、軟質容器の出口▲１
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９▼は筒底の軟質容器出口の通路１－７を通して、筒底１－６から出る。メイン／補助ガ
ス供給源の切り換え三方弁▲７▼の補助ガス供給源通路を開け「メインガス供給源と減圧
／圧力安定装置及び過剰陽圧釈放安全弁通路を閉じる」、補助ガス供給源とする手動ポン
プ▲８▼で、加圧室に空気を一杯に注入する。中央に環状圧迫突起があるロックコネクタ
▲３▼と上記のコネクタとロックする時に環状圧迫突起の圧迫により開通するワンセット
圧迫開通式逆止弁▲４▼をロックしてから、三方弁▲７▼の補助ガス供給源通路を閉じ「
メインガス供給源と減圧／圧力安定装置及び過剰陽圧釈放安全弁通路を開ける」、小型液
化炭酸ガスポンベ又は電池式小型電動圧縮空気加圧ポンプからなるメインガス供給源を利
用して減圧／圧力安定装置を通して軟質容器に対する定圧を保持する。瓶針▲１２▼を軟
質容器の出口▲１９▼に挿入し、空気を排除してから注入することができる。注入量は臨
床の需要に応じて特許請求項５～７の注入量制御装置で調節する。手術室、救急室、救急
車、病棟に使用するときには、吊紐でスタントに掛けて使用ができるが、本システムは重
力に依存せず、ベッドサイドに放置して使用もできる。携帯使用時に、ベルトで腰に繋り
、肩に掛けてもよい。
【００２４】
　輸液セットａの固定式流量制御装置を使用する場合には、２つの加圧室の内層▲２▼に
１つの軟質容器（輸液袋または輸血袋または洗浄液袋）▲１０▼と１つの隙間充填具▲１
１▼を挿入し、定抵抗流量コントロールチューブ▲１４▼の抵抗は軟質容器が受ける定圧
及び液体の粘度とマッチしているし、本システムが軟質容器に対する圧力も固定であるの
で、臨床の需要に応じて、それぞれ流量が違う定抵抗流量コントロールチューブからなる
固定式流量制御装置から、１本を選べば、選択された固定流量で注入することができる。
２つの加圧室の内層▲２▼にそれぞれ異種の薬液を充填した軟質容器を挿入する場合には
、臨床の需要に応じて、それぞれ流量が違う定抵抗流量コントロールチューブから、２本
を選べば、選択された２つの固定流量で注入することができる。輸液セットａは手術後鎮
痛薬、抗がん剤等の濃度、粘度、流量等が一定である薬液の持続注入に適用する。手術後
鎮痛薬を注入する場合には、ＰＣＡ

【００２５】
　輸液セットｂの医療通用の輸液セット／輸血セットを使用する場合には２つの加圧室の
内層▲２▼にそれぞれ異種の薬液（例えば生理食塩水袋と輸血袋）を充填した軟質容器を
挿入し、２つそれぞれ独立の輸液セット／輸血セットで、違う部位（例えば２つの上肢）
から同時に２種類の薬液（例えば生理食塩水袋と輸血袋）を注入することが出来、事前混
合することが必要でなく、操作性汚染のリスクを避けられる。２つの加圧室の内層▲２▼
に同種の薬液（生理食塩水袋又は輸血袋）を充填した軟質容器を挿入し、２つそれぞれ独
立の輸液セット／輸血セットで、違う部位（例えば上肢と下肢）から同時に薬液（例えば
生理食塩水袋又は輸血袋）を注入し、救急時の快速注入の目的を達成することが出来る。
輸液セットｂは異種薬液の同時注入、救急時の快速注入及び粘度が高い栄養液、脂肪乳、
アミノ酸の携帯式持続注入に適用する。
【００２６】
　輸液セットｃの調節可能式流量制御装置を使用する場合には、流量変換器▲１５▼によ
り、薬液の種類、粘度及び臨床の需要等に応じて、流量を設定することができるので、輸
液セットａ方式のように数多い流量が違う定抵抗流量コントロールチューブからなる固定
式流量制御装置から必要の流量を選ぶ必要がなくなり、使用中にも、臨床の需要に応じて
、流量を調節することができる。輸液セットｃは手術後鎮痛薬、抗がん剤の他に、使用中
に流量を調節する必要がある薬剤等に適用する。
【００２７】
　輸液セットｄの手術野及び内視鏡視野洗浄制御装置を使用する場合には、２つの加圧室
の内層▲２▼に同じ洗浄液袋Ａ，Ｂ（例えば生理食塩水／マンニット、子宮洗浄及び膨脹
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液：５％ブドウ糖、３２％中分子デキストラン）をそれぞれ１本挿入し、ハンドスイッチ
又はフットスイッチで制御する電動弁／電磁弁、又は手動バルブ▲２０▼を利用して、洗
浄／注入流量を制御する。２つの瓶針▲１２▼があるので、とりあえず１つの瓶針をＡ洗
浄液袋の出口に挿入して洗浄を行う。Ｂ洗浄液袋は備品として、Ａ洗浄液袋の洗浄液を使
え切れてから、第二の瓶針をＢ洗浄液袋の出口に挿入して継続に洗浄を行うことができる
。
【００２８】
　圧力チェッカの浮標▲５▼は、メインガス供給源からのガス供給が切れなければ、圧力
チェッカ套管▲６▼からずっと浮上している。浮標▲５▼が套管▲６▼の中に縮まると、
ガスボンベ中のガスが出尽くしたか、電池の電力がなくなったことを示唆されているので
、即時に交換する必要がある。圧力チェッカの代わりに圧力計を使用してもよい。
【００２９】
　注入終了時、ガスボンベにガスが残れば、圧力チェッカの浮標▲５▼は浮上している。
ガスの無駄使いを避けるために、ロックコネクタ▲３▼と上記コネクタとロックする時に
環状圧迫突起の圧迫による開通したワンセット圧迫開通式逆止弁▲４▼のロックを解除し
て、逆止弁が自動的に閉じる。電気ポンプを利用する場合には、注入終了時、スイッチＯ
ＦＦする必要がある。
【００３０】
手動式補助ガス供給源は予め空気を加圧室に注入することは、ボンベのガスを節約できる
ばかりでなく、ボンベ又は電池を交換する時に、加圧室の圧力を維持することもできる。
【００３１】
　図２実施例は本発明の幾つかの外筒の断面図である。外側の太い実線は外筒で、点線は
外筒裏側に固定する加圧室の内層であり、点線裏側の細い実線は軟質容器を示している。

ができる。
【００３２】

われている。
【００３３】
　双筒２室式：主に２種類薬液の同時注入、携帯式注入、救急時の快速輸血／輸液、洗浄
液の注入に使われている。
【００３４】

／輸液、洗浄液の注入等に使われている。救急時の快速輸血／輸液に使用する場合には、
２つ輸血袋と１つ生理食塩水袋を加圧室に挿入し、２つ輸血セットと１つ輸液セットを利
用して　３つのチャネル（例えば２つの上肢と片方の下肢）から同時に注入することが出
来る。３種類の薬液を同時に注入する場合には、薬液の種類、粘度、臨床の需要等に応じ
て、それぞれ流量が違う定抵抗流量コントロールチューブからなる３つの固定式流量制御
装置を選び、３つのチャネル（例えば２つの上肢と片方の下肢）から同時に注入すること
が出来る。尚、３つの医療通用の輸液セットを利用して、点滴筒を観察しながらそれぞれ
の流量調節器を調節して、３つのチャネル（例えば２つの上肢と片方の下肢）から同時に
注入することが出来る。
【００３５】

洗浄液袋又は及び子宮膨脹液袋に対して加圧し、胸腔、腹腔、産婦人科、泌尿系科等の手
術／診察、内視鏡の手術／診察を行う時に、手術野、内視鏡視野を洗浄することができる
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。３本の瓶針に接続する３分支洗浄集液コネクタ、及び洗浄集液チューブを利用して連続
洗浄ができる。Ａ洗浄液袋が使え切れてから、Ｂ洗浄液袋を使い、Ｂ洗浄液袋が使え切れ
てから、Ｃ洗浄液袋を使う。もしＡ、Ｂ２つの１０００ｍｌ洗浄液袋又は及び子宮膨脹液
袋しか利用しなければ、ガスの無駄使いを避け、加圧スピードを低下させないために、１
つの隙間充填具を空いている加圧室に挿入する必要がある。
【００３６】

輸血／輸液、洗浄液の注入等に使われている。同時にＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ４つの軟質容器から
、４チャネル（２上肢と２下肢）を通して注入することができる。洗浄する場合には、４
本の瓶針に接続する４分支洗浄集液コネクタ、及び洗浄集液チューブを利用して連続洗浄
ができる。もし２つ又は３つの軟質容器しか利用しなければ、ガスの無駄使いを避け、加
圧スピードを低下させないために、空いている加圧室に隙間充填具を挿入する必要がある
。
【００３７】

　４段調節流量制御装置：抵抗は軟質容器が受ける定圧及び液体の粘度とマッチしている
抵抗値が違うＡ、Ｂ２つの定抵抗流量コントロールチューブを外皮チューブに入れて一端
を瓶針に密接し、他端を流量変換器に接続して、流量変換器により、２つの定抵抗流量コ
ントロールチューブの組み合わせ、開閉を制御して流量を切り替える。例えばＡ開Ｂ閉の
場合はＡの流量になり、Ａ閉Ｂ開の場合はＢの流量になり、Ａ開Ｂ開の流量はＡ＋Ｂにな
り、Ａ閉Ｂ閉の流量はゼロになる。合わせて４段調節流量制御装置になるわけである。
【００３８】
　８段調節流量制御装置：抵抗は軟質容器が受ける定圧及び液体の粘度とマッチしている
抵抗値が違うＡ、Ｂ、Ｃ３つの定抵抗流量コントロールチューブを外皮チューブに入れて
一端を瓶針に密続し、他端を流量変換器に接続して、流量変換器により、３つの定抵抗流
量コントロールチューブの組み合わせ、開閉を制御して流量を切り替える。例えばＡ開Ｂ
閉Ｃ閉の場合はＡの流量になり、Ａ閉Ｂ開Ｃ閉の場合はＢの流量になり、Ａ閉Ｂ閉Ｃ開の
流量はＣになり、Ａ開Ｂ開Ｃ閉の流量はＡ＋Ｂになり、Ａ閉Ｂ開Ｃ開の流量はＢ＋Ｃにな
り、Ａ開Ｂ閉Ｃ開の流量はＡ＋Ｃになり、Ａ開Ｂ開Ｃ開の流量はＡ＋Ｂ＋Ｃになり、Ａ閉
Ｂ閉Ｃ閉の流量はゼロになる。合わせて８段調節流量制御装置になるわけである。
【００３９】
　その他は類推できるように、抵抗値が違うＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ４つの定抵抗流量コントロー
ルチューブで製作する調節可能式流量制御装置は、流量変換器により、４つの定抵抗流量
コントロールチューブの組み合わせ、開閉を制御して流量を切り替えれば、１２段調節流
量制御装置になる。
【００４０】
　圧力調節可能式減圧／圧力安定装置
　複雑な臨床需要に対応するために、数段階調節可能式減圧／圧力安定装置を製作する必

ｋＰａ）３段階調節可能式。数段階調節可能式は調節する時に一一圧力を確認する必要が
ないので、無段階連続調節式より優れており、特に圧力計を使用しない圧力チェッカだけ
使用する装置に一層重要である。
【符号の説明】
【００４１】
１・・・外筒
１－２・・・筒体
１－３・・・筒盖
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１－４・・・・耳吊
１－５・・・定圧加圧送気装置室
１－６・・・筒底
１－７・・・軟質容器の液体出口の通路
１－８・・・加圧室の送／排気管
▲１▼筒体の裏側に固定する着脱可能な加圧室の外層
▲２▼筒体の裏側に固定する着脱可能な加圧室の内層
▲３▼ロックコネクタ
▲４▼コネクタとロックする時に圧迫突起の圧迫による開通するワンセット圧迫開通式逆
止弁
▲５▼圧力チェッカ浮標
▲６▼中に過剰陽圧釈放安全弁を設置した圧力チェッカ套管
▲７▼メイン／補助ガス供給源の切り換え三方弁
▲８▼手動補助ガス供給源
▲９▼送気チユーブ
▲１０▼軟質容器
▲１１▼隙間充填具
▲１２▼瓶針
▲１３▼点滴筒
▲１４▼流量コントロールチューブ／洗浄集液チューブ
▲１５▼流量変換器
▲１６▼流量調節器
▲１７▼Ｙ字型洗浄集液コネクタ
▲１８▼空気フィルタ
▲１９▼軟質容器の出口
▲２０▼ハンドスイッチ又はフットスイッチで制御する電動弁／電磁弁、又は手動バルブ
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